
第２回地域木材産業研究会開催のお知らせ 

 

日本木材学会地域木材産業研究会が発足して第２回の研究会を迎えます。当研究会は、地域の木材関

連産業活性化の方法を検討する中で、産・学・官の学会員が密接な連携を図る仕組みを構築して研究や

情報交換を行い、その成果を効率的かつ効果的に、日本全国の地域木材関連産業に反映させることを目

的としています。今回の研究会では，北海道及び鳥取県の公設試と地域木材産業の関わりについて講演

いただき，公設試を含む木材学会会員が地域木材産業活性化のためにできることを議論したいと思いま

す。皆様のご参加、よろしくお願い申し上げます。 

 

主 催：日本木材学会 地域木材産業研究会 

日 程：2012年 3月 14日（水） 13：30～14：45 

会 場：札幌エルプラザ大研修室 

（札幌市北区北８条西３丁目 http://www.danjyo.sl-plaza.jp/information/ ） 

プログラム 

13：30 ～ 講演「北海道の林産業と北林産試のかかわり」：石河(いしこ)周平氏 

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構林産試験場  

13：50 ～  講演：「地域木材産業のベストサポーターでありたい－地方公設試の果たしてきた役割と 

これから－」川上敬介氏  鳥取県農林水産部農林総合研究所林業試験場 

14：10 ～ 14：45 意見交換 

 

研究会参加費：無料 

参加申込：①氏名、②所属、③連絡先（郵便番号、住所、電話番号、FAX番号、E-mailアドレス）、を

記入の上、平成 24年 2月 29日（水）までに E-mailまたは FAXでお申し込み下さい。（郵

送による申込みも可能です。） 

申込・問合先：〒728-0013 広島県三次市十日市東 4丁目 6－1  

広島県立総合技術研究所林業技術センター 藤田和彦 宛  

Tel：0824-62-9750（FAX兼用）  

E-mail： mokuzaijikkento@p1.pionet.ne.jp 

 

 

 

 ※ 当研究会終了後，木材利用システム研究会が主催（当研究会共催）のワークショップ「木材産業

が地域活性化に果たす役割」が次のとおり開催されます。参加希望の方は、ワークショップ参加申

込書にて木材利用システム研究会事務局にお申し込みください。また、その際備考欄に「第２回地

域木材産業研究会参加」とお書き添え下さい。 

  



 

                   ワークショップ 

木材産業が地域活性化に果たす役割 

 

木材利用に対する社会の期待が高まり、「森林・林業再生プラン」「公共建築物等における木材利用促

進法」など政府が率先して木材利用促進政策を進める中、地域においても林業、木材産業の活性化を図り、

持続可能な低炭素社会を実現するための取り組みが求められています。 

そこで、以下のようなワークショップを企画致しました。第１部では、地域木材産業の実態について共通認識

を持たせていただくべく、北海道の木材産業の現状および北海道下川町の木材産業活性化策についてご講演

いただきます。第２部では、地域の木材流通（物流、商流、情報流通）や木材産業に対する調査結果あるいは

それに付随する分析をふまえ、我が国の林業や木材産業に共通すると考えられる課題を抽出するとともに、雇

用創出（人材育成）、新規産業や外部経済導入の可能性など、林業・木材産業の活性化とそれに基づく地域活

性化の方策について報告させていただきます。そして、マーケティング、環境評価、政策を基軸としたサプライ

チェーン全体の包括的な検討によって、木材産業が自立するための方策および木材産業が地域活性化に果

たす役割について、ご来場の皆様とともに議論を深めることができればと考えております。 

是非多くの皆様にご参集いただけますようお願い致します。 

 

□日  時： 平成 24 年 3 月 14 日(水) 15 時 00 分～（受付開始は 14 時 30 分） 

□会  場： 札幌アスペンホテル (札幌市北区北 8 条西 4 丁目 5 番地  http://www.aspen-hotel.co.jp/)   

2 階アスペン A 

□主  催：  木材利用システム研究会 

□共  催： 東京大学アジア生物資源環境研究センター、日本木材学会地域木材産業研究会、 

プラチナ構想ネットワーク 

□後  援： 科学技術振興機構低炭素社会戦略センター、北海道立総合研究機構林産試験場、林野庁、  

下川町 (一部交渉中) 

□参加費： 無料（情報交換会参加費は 4,500 円） 

□定  員： 120 名(定員になり次第、締め切らせて戴きます) 

□申込期限： 平成 24 年 2 月 29 日（水）  

□申込方法： 下記様式にて、メールまたは FAX で事務局までお申込ください。 

□申 込 先： 木材利用システム研究会事務局 （お問い合わせはメールにてお願いいたします。） 

 〒113-8657 東京都文京区弥生 1-1-1, 7 号館 B 棟 439 東京大学 環境材料設計学研究室内 

 Tel: 03-5841-2783   Fax: 03-5841-0915   Mail: info@woodforum.jp  

          (参考)木材利用システム研究会ＨＰ： http://www.woodforum.jp 

 

 

 



    

ワークショップワークショップワークショップワークショップ    木材木材木材木材産業が地域活性化に果たす役割産業が地域活性化に果たす役割産業が地域活性化に果たす役割産業が地域活性化に果たす役割    参加申込書参加申込書参加申込書参加申込書    

FAX To: 03-5841-0915 or Mail To: info@woodforum.jp 

ご氏名：  フリガナ：  

ご所属：  

連絡先住所：  

電話番号：  ファックス番号：  

e-mail アドレス：  

情報交換会： □ 参加する       □ 参加しない 

備  考  

    

    

～～～～    プログラムプログラムプログラムプログラム    ～～～～    

 

《開会》 15:00～                                         進行：伊神裕司(森林総合研究所) 

 

 主催者挨拶：木材利用システム研究会会長 井上雅文    

《第１部》 基調講演 15:05～15:55 

・北海道の木材産業の現状と展望                  大橋義徳 (北海道立総合研究機構林産試験場)  

・北海道下川町の木材産業活性化の取り組み事例             春日隆司 (北海道下川町地域振興課)            

《第２部》 ディスカッション 16:00～17:55  

・地域木材産業に対する素材供給の可能性                     當山啓介 (東京大学千葉演習林) 

・木材産業を基盤とする地域産業活性化のシナリオ  芝 剛史 (プラチナ構想ネットワーク) 

・中核となる木材事業に必要な技術革新  小林靖尚 (株式会社アルファフォーラム) 

・木材産業の経営分析から見た今後の課題               古俣寛隆 (北海道立総合研究機構林産試験場) 

・木材工業における加工技術面の課題と展望                             伊神裕司 (森林総合研究所)  

・木材流通における情報の役割と可能性  立花 敏 （筑波大学生命環境科学研究科） 

・地域活性化と雇用創出に果たす木材産業の役割に関する考察  

 木村道徳 (科学技術振興機構低炭素社会戦略センター) 

・総括       井上雅文 (東京大学アジア生物資源環境研究センター) 

《情報交換会》 18:00～20:00 札幌アスペンホテル 2 階アスペン B 


